
 

 

２０２４年９月１３日 
日本ＬＰガス協会 

 
北九州エコタウンで大型実証試験装置を用いた 
グリーン LP ガスの実証研究を開始しました。 

 
日本 LP ガス協会常任理事会社５社で構成する一般社団法人日本グリーン LP ガス推

進協議会（代表理事：ジクシス株式会社 代表取締役社⻑ 田中惠次、事務局：日本 LP
ガス協会）は、北九州市若松区の北九州エコタウンで建設を進めてきた日量５kg〜１０
kg の大型実証試験装置の据付工事を完了し、同装置を用いた実証研究を開始しました。 
  

９月１３日に行われた試験運転開始式典には当協会の会⻑を兼ねる田中代表理事を
始め、同協議会がグリーン LP ガスの製造技術開発を連携して進めている北九州市立大
学の藤元薫特任教授（東京大学名誉教授・HiBD 研究所所⻑）等の関係者が参加し、現
地視察が行われました。 
 

今回の大型実証試験装置の立ち上げにより、LP ガス業界においても従来の実験室レ
ベルでの技術開発から、社会実装にむけ大きな一歩を新たに踏み出すことになります。  

 

 

エコタウンの大型試験装置 

前列左２人目から順に 

北九州市立大学環境技術研究所 井上所長、藤元特任教授、日協 田中会長、同 縄田専務理事 



 

 

 
 

 
 
 
 

お問い合わせ先  

日本 LP ガス協会  
担当： 山本（y-yamamoto@j-lpgas.gr.jp）、三木田 (y-mikita@j-lpgas.gr.jp)  
TEL：03-3503-5741/FAX：03-3580-7776 

エコタウン施設全景 

北九州学術研究都市での竣工式 

前列左から順に 

北九州産業学術推進機構 松永理事長、北九州市立大学 上江洲副学長、藤元特任教授、 

当協会 田中会長、縄田専務理事、村田事務局長 

研究棟（手前）、実験棟（奥） 


